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開 会 あ い さ つ

令和７年度「少年の主張島根県大会」の開催にあたり、主催者を代表しご挨拶申し上げ
ます。
はじめに、県内各地区から選出された16名の発表者の皆さま、おめでとうございます。
また、本日はお忙しい中、来賓の皆さま、審査委員の皆さま、ご参加いただき誠にあり
がとうございます。
併せて、島根県ケーブルビジョン協議会様には、本大会の様子を毎年、各地域の皆様に
放送していただいており、今年度はひとまろビジョン様にご協力いたただきますこと、感
謝申し上げます。
また、本年度の会場である益田市におかれましては、「ひとづくり」や「人が育つ」と
いう言葉のもと、地域での実践者が増え、子どもが主役になれる地域づくりを進めておら
れます。私ども青少年育成島根県民会議の取り組みの中でも、豊川地区を中心に活動する
青少年団体「とよかわっしょい」や「益田市インターンの大学生」の活動を発表していた
だいたことがあります。発表を通して、子ども・若者と大人が対話しながら、市や地域の
ために活動する姿を感じることができました。今後、益田市内外で、子ども・若者がます
ます活躍する姿を楽しみにしています。
さて、「少年の主張」は県内中学生による意見発表の場として毎年開催しており、地域
社会や世界への意見や未来への希望、家庭や学校生活、地域活動、友達との関わりなどに
ついて、中学生の鋭い感性と素直な思いから生まれる「主張」を真っ直ぐに届けてもらっ
ています。中学生は未来を担う存在というだけでなく、今を生きる存在ですので、今の社
会に伝えたいこともあるはずです。
そして、この大会に参加する大人の皆さんには、発表を受け止め、それぞれにできる行
動を起こし、子どもたちの「そばに居る良いモデル」であって欲しいと思います。
それでは、発表者の皆さん、本日は力いっぱい、自分の思いを主張してください。楽し
みにしています。

令和７年９月30日

青少年育成島根県民会議
会 長　高橋　賢史
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あ と が き

令和７年度「少年の主張島根県大会」の報告書をお届けします。本年度の大会は島根県
芸術文化センター「グラントワ」を会場に行われ、県内13地区から選抜された16名の中
学生が出場しました。
本年度の発表の特色は、「自己」「家族」「平和」「地域社会」「伝統文化」などテーマが
多種多様だった点。コロナ禍以降、どうしても「自己」「家族」「学校」といった身近なテー
マになりがちでしたが、少しずつ発表の視野が広がっており嬉しく思いました。どの発表
者もテーマについて自分なりに捉え考えて、堂々と落ち着いた態度で発表されました。自
身の経験を将来にどう生かしていくのか、これからさらに考えを深めてくれることを期待
しています。
さて、そんな中学生の想いを、私たち大人は日頃しっかりと受け止め、行動できている
でしょうか。子どもとの関わり方について、大人にも課題を与えられたと感じる大会でし
た。
この報告書には、県大会で発表された16作品と、全国大会で内閣総理大臣賞を受賞さ
れた作品を掲載しています。多くの皆さんに読んでいただき、今を生きる中学生の思いが
一人でも多くの方に伝わり、青少年育成に各分野で活かされることを願っています。

　令和７年11月

令和７年度「少年の主張島根県大会」
審査委員長　松本　英史
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